
地
域
の
環
境
整
備
か
ら
基
幹
産
業
へ
活
力
を

防災マップを作成し自主

防災意識の向上をめざし

ます。

　
神
代
地
域
運
営
体
は
、
昨
年
９
月
に
設

立
さ
れ
、
現
在
、
生
活
環
境
支
援
部
、
福

祉
支
援
部
、
産
業
振
興
支
援
部
、
伝
統
文

化
支
援
部
の
４
部
門
を
柱
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
正
副
会
長
、
支

援
部
正
副
部
長
と
理
事
で
構
成
さ
れ
た
役

員
会
が
決
定
機
関
で
す
。
常
に
合
議
制
の

も
と
に
支
援
部
ご
と
に
計
画
か
ら
実
施
ま

で
、
５
年
先
を
見
越
し
た
計
画
で
精
力
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
運
営
体
制
度
の
今
後
さ
ら

な
る
充
実
、
発
展
を
し
て
い
く
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

神代小学校児童からデザ

インを募集し、案内看板

を作成。「活力ある神代

の創造」のシンボルとし

ての役割も担います。

若
者
会
も
参
加
し
次
世
代
へ

　
地
域
の
運
動
会
を
復
活
さ
せ
た
い
と
の

話
し
か
ら
若
者
会
（
神
友
会
）
が
運
営
体

の
活
動
に
参
加
。「
他
で
は
な
か
な
か
な

い
と
思
う
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
す
細
川
会

長
は
、「
若
い
人
た
ち
を
育
て
て
、
次
の

バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
任
務
と
思
っ
て
い

る
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　『
産
業
振
興
支
援
部
』
で
は
、
昨
年
、
冬

が
っ
こ
コ
ン
ク
ー
ル
や
山
の
芋
創
作
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
神
代
の
基
幹
産
業
は
農
業
。
農
家
に
活

気
が
戻
る
よ
う
に
時
間
を
か
け
て
や
り
遂

げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
で
、
今
年
度
も

地
産
地
消
を
軸
と
し
て
地
域
の
活
性
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

　『
福
祉
支
援
部
』
の
冬
の
一
大
事
業
、
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
昨
年
の
よ
う
な
豪
雪

で
は
除
雪
作
業
も
一
苦
労
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
隊
を
登
録
制
に
し
、
40
人
以
上
が

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
家
庭
の
除
雪
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
よ
り
充
実
し
、
行
政
と
も
連

携
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　『
伝
統
文
化
支
援
部
』
で
は
、
地
域
の

伝
統
文
化
財
産
の
発
掘
と
保
護
、
継
承
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。
梅
沢
さ
さ
ら
の
獅
子

頭
の
修
復
も
終
え
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で

す
。

「今の地道な活動が数年後、今

の数倍もの効果を産むと信じて

いる」

会長　細川俊雄さん

夏
　
ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
回
収
活
動
　

資
源
を
大
切
に

収
益
金
を
福
祉
に
役
立
て
よ
う

春
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
　

地
域
の
環
境
を
考
え
て
み
よ
う

冬
　
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う

秋
　
抱
返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

郷
土
の
財
産
を
守
ろ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
伝
統
行
事

　「
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
生
徒
た
ち

は
様
々
な
つ
な
が
り
を
学
ん
で
い
き
ま

す
」
と
佐
藤
先
生
。
そ
の
つ
な
が
り
に
欠

か
せ
な
い
『
あ
い
さ
つ
』
か
ら
、
活
動
を

通
じ
た
成
長
が
伺
え
ま
す
。

４
つ
の
柱
で
先
輩
か
ら
後
輩
へ

～
若
者
会
の
運
営
体
入
り
実
現
～

郷
土
が
生
ん
だ
作
曲
家

平
岡
均
之
　（
１
９
０
１
～
１
９
７
６
）

　
本
名
、
均
。
昭
和
３
年
に
文
部
省
が
公

募
し
た
大
礼
奉
祝
歌
で
、
見
事
１
位
に
入

選
。
こ
の
年
郷
里
小
松
小
学
校
50
周
年
を

記
念
し
制
定
し
た
校
歌
の
作
曲
も
し
て
い

ま
す
。

　
奉
祝
歌
の
入
選
を
機
に
、
教
職
の
傍
ら

音
楽
家
と
し
て
も
活
動
。
代
表
作
「
若
葉
」

(

松
永
み
や
を
作
詞)

は
、
文
部
省
唱
歌
の

名
曲
と
し
て
愛
唱
さ
れ

今
に
伝
わ
り
ま
す
。
功

績
を
讃
え
、
神
代
中
学

校
隣
接
地
に
音
楽
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

辰
子
生
誕
の
地

院
内
「
辰
子
屋
敷
」

　
永
遠
の
美
し
さ
を
願
い
、
田
沢
湖
の
主

に
な
っ
た
「
辰
子
」。
田
沢
湖
に
伝
わ
る

伝
説
の
主
人
公
辰
子
の
生
ま
れ
た
地
が
神

代
字
院
内
岡
崎
字
神
成
沢
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
家
は
「
辰
子
屋
敷
」

と
呼
ば
れ
院
内
地
域
の

奥
に
静
か
に
た
た
ず
ん

で
い
ま
す
。

　
毎
年
、
た
ざ
わ
湖
龍

神
ま
つ
り
に
合
わ
せ
地

元
「
院
内
辰
子
を
守
る

会
」
の
皆
さ
ん
が
神
事

を
行
い
守
っ
て
い
ま
す
。

　『
生
活
環
境
支
援
部
』
で
は
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　「
神
代
は
集
落
が
点
在
し
、
面
積
も
広

い
」
と
細
川
会
長
。
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
意
識
の
高
ま

り
を
感
じ
ま
す
。

冬がっこコンクール。45 人から 112 点
の出品がありました。

除雪ボランティア出陣式。高齢者や一
人暮らしを守るため、42 人の隊員が登
録しています。

金
峰
神
社

　
元
正
天
皇
養
老
２
年

（
７
１
８
年
）
創
立
。
拝

殿
は
宝
暦
２
年
、
本
殿
が

大
正
10
年
に
建
立
。
仁
王

門
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仁

王
像
は
１
本
の
杉
の
巨
木

で
２
体
の
仁
王
像
を
彫
刻

し
た
も
の
で
す
。
参
道
並

木
は
昭
和
59
年
に
秋
田
県

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

地
域
芸
能
の
礎

佐
藤
清
賢
、
貞
子
親
子

　
秋
田
お
ば
こ
の
女
王
と
呼
ば
れ
、
全
国

に
秋
田
民
謡
を
広
め
た
娘
、
貞
子
。
読
み

書
き
、
そ
ろ
ば
ん
が
達
者
な
上
、
横
笛
は

近
隣
に
並
ぶ
者
無
し
と
言
わ
れ
た
父
、
清

賢
。
二
人
の
一
座
は
東
京
で
の
全
国
芸
能

競
演
会
で
、
見
事
１
位
に
輝
き
ま
す
。

　
貞
子
の
名
は
そ
の
美
声
と
共
に
全
国
に

知
れ
、
清
賢
に
も
時
の
東
京
府
知
事
よ
り

「
嬉
遊
軒
笛
王
斎
叶
山
」
の
称
号
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
親
子
は
そ
の
後
、
全
国
を

興
行
し
て
歩
き
ま
す
。

　
仙
北
地
域
の
郷
土
芸
能
を
語
る
際
に

は
、
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

　「
自
ら
判
断
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒
」
を
神
代

中
学
校
（
清
水
睦
男
校
長
）
で
は
教
育
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
に
向
か

い
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
全
校
生
徒
が
参
加
す
る
地
域
に
根
ざ

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、「
地
域
清
掃

活
動
」「
ア
ル
ミ
缶
・
プ
ル
タ
ブ
回
収
」「
抱

返
り
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」「
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」。
こ
れ
ら
は
『
４
つ
の
柱
』
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
担
当
す
る
佐
藤
義
紀
先
生
は
「
生
徒
の

中
で
も
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
活
動
時
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
生
徒
間
の
つ
な
が
り
に
も

良
い
影
響
が
出
て
い
ま
す
」
と
、
こ
の
取

り
組
み
へ
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
か
ら
も
「
あ
い
さ
つ
が
と
て
も
い

い
」
と
、
生
徒
へ
の
印
象
も
高
評
価
で
す
。
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